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「土地利用のゾーニング」答申書 １ 

・ 景観資産等の特性や魅力を尊重 
・ 大磯らしい歴史や自然、眺望などを生かした利用 
・ 町民相互、町民と来町者、来町者にとり、憩いや 
 交流の場となる 
・ 用地内側だけでなく、駅前全体の景観的価値の向  
 上などにも十分配慮 
・ 築山や周辺地形等もできるだけ維持継承、さらに 
 景観的な工夫や演出を考慮  

① 自転車駐輪場の建設 
② 町道・県道のバリアフリー化、交差部の再配置検討 
③ 築山南側の緑道設置の検討 

■ 平成25年11月6日 答申 ■ 

 ～ ３点の留意事項 ～ 



自転車
駐輪場 

築 山 

その他利用 

整備・改良 
再配置 

土地利用のゾーニング図面 ２ 



■回答数20人以上の重視する点 
①公園、広場 
②防災避難拠点 
③文化、芸術施設 
 
■回答数10～19人の重視する点 
①町民活動センター 
②商店、店舗 
 
■回答の少なかったもの 
①観光・娯楽施設 
②子育て支援施設 
③自動車の駐停車場所 
④スポーツ、レクリエーション施設 

（割合：％）＝（各項目の回答数）/（全回答数の合計） 

利用方法 回答数（複数） 割合（％）※
公園、広場 51 34.5
防災避難拠点 24 16.2
文化、芸術施設 20 13.5
町民活動センター 15 10.1
商店、店舗 11 7.4
ｽﾎﾟｰﾂ/ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設 7 4.7
自動車の駐停車場所 7 4.7
観光・娯楽施設 7 4.7
子育て支援施設 6 4.1

※ 

     アンケート結果（駐輪場以外の利用で重視する点） ３ 
H25.10.7第２回委員会資料 



【公園、広場】 
  町内外の人が利用できるよう、休憩のための公園を整備してほしい。 
  現在の石垣や緑地は残してほしい。→そのために、地下駐輪場にしてほしい。 
【防災避難拠点】 

  高台や駅前といった利点を活用した交通・通信・物資の拠点としてほしい。 
【文化、芸術施設】 
  緑を残したまま芸術鑑賞ができる場所、町の文化施設は少なく大磯ゆかりのアーティストの拠点 
や文化発信の中心施設とする。 
【町民活動センター】 

  町民が集い、活動できる場が現在無いため。 
【商店、店舗】 
  駅前にお店が少なく不便、民間資本を活用して町の活性化を図る、おしゃれなカフェがほしい。 
【スポーツ、レクリエーション施設】 

  町民が楽しめる場所、健康増進や向上に関する総合的な施設や高齢者でもできるトレーニング
センターなどの健康づくり施設 
【自動車の駐停車場所】 

  町外等の他の地域から観光客に来てもらうため必要だと思う。 
【観光・娯楽施設】 
  大磯は観光が重要であるため、案内所やレセプション機能が必要だと思う。 
【子育て支援施設】 
  子育て世代が働く手助けになるよう駅前という好立地を活かした保育園や託児所がほしい。 

     アンケート結果（ ３ の選択理由・意見等） ４ 
H25.10.7第２回委員会資料 



 
   

  ・すぐに土地活用や建物建築を考えず長期的に検討すべき。 

  ・「新たな観光の核づくり認定事業」のテーマとしても同時に考えるべき。 

  ・観光案内所が近いため、観光を目的にした施設利用を考えたらどうか。 

  ・交番、観光案内所、店舗のセットバックは必要である。 

  ・ロータリーを含め駅前の再開発が必要である。 

  ・駐輪場だけではもったいないので、大磯の顔となるよう考えて欲しい。 

  ・自然と空間を最大限に残した利活用方法が望ましい。 

 

 

  ・「子育て支援」「大磯の景観・物産紹介」「休憩」スペースがあるとよい。 

  ・民間事業者による市場調査などを踏まえた活用アイデアを参考にすべき。 

 

 

  ・災害時の指揮所など防災拠点とすべき。 

  ・救援・救助物資の備蓄、集合場所の機能として必要である。 

  ・石垣は崩壊の危険があるため、適切な措置を取るべき。 

 

 

  ・駐輪場の分散化が必要である。 

  ・西駐輪場を引き続き借りられるようにすべき。  

駐輪場計画に関して 

土地利用に関して 

活用用途に関して 

災害対策に関して 

     アンケート等結果（駅前利用に関する意見や提案） ５ 
H25.10.7第２回委員会資料 



 
 
明治24年 日向（宮崎県）佐土原藩 11代藩主 島津忠寛 
       ※購入して別荘を構える 
  

昭和９年  廻米問屋 木村孝太郎が購入（昭和16年に木村徳兵衛が相続） 
       ※Ｓ11年頃に新たな別荘が建てられる 
  

平成３年  伊藤忠商事㈱・伊藤忠不動産㈱が共有名義で取得 
       ※この時期から集合住宅建設の計画がはじまる 
  

平成24年 大磯町土地開発公社が取得 
 

土地の履歴 ６ 
H25.10.7第２回委員会資料 抜粋 

■ 駅前用地 ■ 

■ 東自転車駐輪場 ■  地番：大磯878-1 面積：487.50㎡ 建物１階床面積：346.85㎡ 

明治25年  郡役所（Ｔ７年現在の図書館の位置に移転） 
    

大正８年   大磯町役場（Ｓ19年現在の図書館の位置に移転） 
  

昭和19年  大磯幼稚園、国民学校（Ｓ29年幼稚園は移転、Ｓ23年学校は廃止） 
  

昭和29年  農業協同組合（Ｓ49年まで利用） 
  

昭和35年  商工会（Ｓ56年に現在の位置に移転） 
  

昭和56年～ 駅前自転車駐車場 
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 ワークショップ（Ｂグループ） ２２ 



 ワークショップ（Ｂグループ） ２３ 



委員会での意見・提案等 ２４ 

      

              

■ ４回（Ｈ25.12.20） 、 第５回（Ｈ26.1.22） ■ 
  

  

～各委員からの土地利用に対する意見・提案等～ 

① 「その他利用」の具体的な用途 
  

② 「築山」の利活用 
  

③ 「整備・改良 再配置」への考え 
  

④ 町道、県道などの交通・安全への対応 
  

⑤ 駅前広場全体に対して 
  

⑥ 駅前用地全体の利活用への考え方 



 委員会での意見・提案等 ２５ 

      

              

■ ① 「その他利用」の具体的な用途－１ ■ 

公園、広場的に利用 
  

・ 文化的利用やアーティストの展示スペース、カフェなどを飲んだりできる休憩所 
  

・ 観光客や町民が子どもを連れて観賞できるようなオープンガーデン 
  

・ 築山の木を利用したツリーハウスなど、自然をイメージした公園 
  （廃材を利用してテーブル・ベンチを住民参加型で作ったりする 
                                      「手作り」による公園） 
・ 観光客だけでなく町民も憩えるような公園的なもの 
  

・ 「融合」をキーワードに全体を公園にしていくことが町にとり一番好ましい 
  

・ 単に休憩できるだけの公園ではなく、観光情報が得られるなどの特色が必要 
  

・  固定した機能を持たず多様な使い方ができるよう 
                      公園的なものにすることで色々な利用を図る 

防災避難拠点・機能 
  

・ １階に地場産業を伸ばすような施設、２階を防災拠点 



 委員会での意見・提案等 ２６ 

      

              

■ ① 「その他利用」の具体的な用途－２ ■ 

観光、産業振興 
  

・ 大磯に訪れる観光客のための多様に利用できるスペース 
  （そういう意味では、案内所やレセプション機能も再配置すべき） 
  

・ 町内で地場的なことをやられている方の商店 
  （月一回出店できるなど、色々な方が利用できるように 
                   多目的なものをやれたら良い） 
・ １階に地場産業を伸ばすような施設、２階を防災拠点 

多目的施設 
  

・ 50～60人が休憩できる部屋を１箇所つくれば様々な利用が可能 
  

・ 観光的利用も兼ねた休憩施設 
  

・ 町民が集まれる場として、何にでも使える室内の省スペースがあると良い 
 



 委員会での意見・提案等 ２７ 

              

■ ② 「築山」の利活用 ■ 

・ 散策・周遊できるよう整備 
・ できるだけ保存しながら整備し直す 
・ 散策路を含めた整備内容などは再整備計画による調整が必要 
・ 駐輪場と築山の接する部分を自然につなぐ景観調整が必要 
・ 全体計画を見極めるまで、なるべくお金をかけず 
              あまり手をつけずに利用できる方法はある 

■ ③ 「整備・改良 再配置」への考え ■ 

・ 駅前の商店を１箇所に集中できるような駅前商店の立ち上げ 
・ 手前に公共施設、周辺に芝生・緑陰のくつろぎスペース 
                 無料休憩所や小広場、ベンチを配置 
・ 用地全体をきれいにして、角地は少し賑やかに整備されれば良い 
・ 観光案内所の再整備、交番はデザイン性、商店はおしゃれに 
         リニューアル、また、競合しない他の店があっても良い 



 委員会での意見・提案等 ２８ 

      

              

■ ④町道、県道などの交通・安全への対応 ■ 

・ 通勤通学利用者の安全確保を地元として優先して欲しい 
  

・ 歩道整備の際に新たな緑の配置が必要 
  

・ 数年後に県道拡幅のため樹木伐採しても 
    緑により駐輪場が隠れるよう長期的視点による 
                        計画的な整備が必要 
  

・ 道路拡幅は、石垣・よう壁や交通問題なども踏まえ 
                        慎重な取扱いを希望 

■ ⑤駅前広場全体に対して ■ 

・ ロータリー整備など駅前全体を整理する将来計画が必要 
  

・ 築山を人が立入れる緑にすると、駅、周辺の街並み 
    海や山と同心円構造を持つ庭園文化都市大磯になる 



 委員会での意見・提案等 ２９ 

      

■ ⑥駅前用地全体の利活用への考え方 ■ 

・ 駅前広場は狭いが、防災拠点の避難所など 
  多くの人が集まれる場所としての活用も考えられるため 
                  あまり手をつけない使い方が良い 
  

・ 町民が利用できるようなものが一番好ましい 
  

・ 「その他利用」の場所は、崖地を踏まえ一定の距離を 
                   考慮に入れた中での活用が必要 
  

・ 町道や築山は、長期的及び短期的な土地利用の方針が必要  
  

・ 全体をきれいに整備して、角地は少し賑やかになる 
  

・ 眺望、自然、景観を損ねないことを重視したい 



 利活用検討委員会  スケジュール ３０ 

      

 本日 第６回委員会 
  

    答申書の作成に向け土地利用の活用検討 
  

     アンケート、ワークショップ、土地の履歴 
     第４・５回委員会時の意見提案等 
        
   

 ７月 第７回委員会 
  

    利活用方策・答申 協議 
  

    利活用方策・答申 完成 


